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平成 20 年度の研究坑道掘削は、深度 300m 程度まで主立坑と換気立坑の掘削及

び深度 300m に主立坑と換気立坑をつなぐ水平の坑道（以下、「予備ステージ」とい

います）の掘削を進めていきます。 

 

１）研究坑道の掘削 

平成 20 年度も研究坑道の掘削工事を継続して行います。平成 20 年度は、主立坑

及び換気立坑とも深度 300m 程度までの掘削と深度 300m の予備ステージの掘削を

進めていきます（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 20 年度の研究坑道掘削は、深度 300m程度まで主立坑と換気立坑の掘削S及びSUを

行うとともに、 U深度 300mに主立坑と換気立坑をつなぐ水平の坑道（以下、「予備ステー

ジ」といいます）U及び調査研究用の水平の坑道Uの掘削を進めていきます。 

 

１）研究坑道の掘削 

平成 20 年度も研究坑道の掘削工事を継続して行います。平成 20 年度は、主立坑及び

換気立坑とも深度 300m程度までの掘削と深度 300mの予備ステージU及び調査研究用の

水平の坑道（主立坑側及び換気立坑側各１箇所）Uの掘削を進めていきます（図７）。 

 

 

 

・深度 300ｍに調査研究用の水平の坑道を追加 
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（参考資料） 

変更箇所；表中の「施設」 掘削作業② 

②深度 300ｍの予備ステージの掘削 

 

変更箇所；表中「平成 20 年度」のスケジュールバー内 

 

予備ステージ（1 本 深度 300ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②深度 300ｍの予備ステージU及び調査研究用の水平の坑道Uの掘削 

 

 

 

予備ステージ（1 本 深度 300ｍ） 

調査研究用の水平の坑道（主立坑側・換気立坑側各 1箇所） 
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（概念図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 20 年度計画】 

研究所では、平成 19 年度に引き続き、研究坑道の掘削を伴う研究段階の調査研

究を進めていきます。 

研究坑道掘削は、深度 300m 程度まで主立坑と換気立坑の掘削及び深度 300m

の予備ステージの掘削を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【平成 20 年度計画】 

研究所では、平成 19年度に引き続き、研究坑道の掘削を伴う研究段階の調査研究を

進めていきます。 

研究坑道掘削は、深度 300m程度まで主立坑と換気立坑の掘削を行うとともに、 S及びS

深度 300mの予備ステージ及び調査研究用の水平の坑道（主立坑側及び換気立坑側各

１箇所）の掘削を進めていきます。 

 

 

 

 

 

・深度 300ｍに調査研究用の水平の坑道を追加 
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